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1　は　じ　め　に

大豆栽培において培上は発根の促進による生育の向上，

倒伏の防止二，雑草防除などの効果があり増収のための不可

欠な作業とされてきた。しかし，コンバイン利用の収穫で

は，培土があることにより，汚柁人豆の発生や機械走行椎

に難点が見られる。一方，麦・大豆体系における晩播栽培

では，大豆の生育期間が短いため培土を省略することが可

能と考えられた。更に中耕培土作業を省略することにより

低コスト・省力化が図れると考えられた。そこで，本研究

では無培土栽培における施肥法と収員性について検討した

ので報告する。

2　試　験　方　法

試験は晩播栽培適応作が高く耐倒伏性が強い「トモユタ

カ」を供試して1990年に実施した。播種期は7月12日で，

栽植様式は，畦間60cm．株間9．5cm，1株2本立てのrd当

り35本で．播種は手椿で行った。基肥には成分地でa当り

窒素250g，燐酸750g，加里1000gを速効性の大は化成で施

用した。無培上栽培では追肥が表層施肥となるためト分な

増収効果が期待できない。そこで，本試験では培土の石’無

表1　試験区の構成

区

Nn
培土の有無

基肥窒素量　　　 追肥窒素員

大豆化成　　 L P 70　　 L P 4 0

g／a　　　 g／a　　　 g／a

1 無 250　　　　　 500　　　　　 0

2 無 250　　　 1．000　　　　　 0

3 無 2 50　　　 1．500　　　　　 0

4 有 250　　　　　　 0　　　　 500

表2　生産力及び講特性

のはかに，尾肥で大豆化成に加え緩効性のLP70をa当り窒

素成分姐で500g．1000g，1500g施用した区を設け．その施

肥反応も併せて検討した（表1）。培土有りの4医では培

l二時にLP40をa当り窒素成分員で500g施用した。雑草防

除は播種後拍井前の除草剤と手取りで行った。試験は宮城

県農業センター内の黒泥土，植壌■Ⅰ二の水田転換畑圃場で行っ

た。

3　試験結果及び考察

子実重及び諸特性を表2に示した。子実車は培土有りの

4区のa当り27．1kgに対しl区では的％の23・9kg．2区で

は97％の26．3kg－3区では93％の25．1kgとなり，2区では

4区と同程度となった。百相弔は4区に比べ1区では94％

とやや小さくなったが，2．3，区の差は5％以内で同程

度であった。茎良は4区に比べ1．2－　3区の差は5％以

内で同程度であった。最下者爽高は4区に比べl区では89

％，2，3区では94％と低くなった。茎の太さ，lミ茎節数，

分枝数では各区ともl司程度であった。分枝節数は4区と比

較して1区では94％とやや少なかったが．2，3区の差は

5％以内で同程度であった。しかし，3区に対し1区は90

％，2区は94％で．LI）70の施用星が増すにしたがって多

くなる傾向にあった。絶英数は4区に比べl区94％とやや

劣ったが2．3区ではl■櫛程度となった。1爽拉致には区間

差は見られず，また，倒伏程度にも差は見られなかった。

表3に節ごとの若枝＊艮示した。1，2区の苔粒分布は4

区と比べ大屋がなく，l二叢の肴英率も4区の61．5％に対し

1区では62．0％，2医では63．5％と同程度であった。しかし

31東ではE茎の着粕率が55．7％で．分枝での着英が多くなっ

ており，E茎と分枝に分散して着柁する傾向が見られた。

以上の結果から晩播栽培人豆における無培仁栽培におい

区

恥

全 童 子 実 垂 百拉 垂 茎 長 驚 き 葦皿 ぎ （恵 ／雲） て≡ 警 （慧 ／望 ，雷 雲 ， 吾 郎 笠

（kg／a ） （kg／a） （g ） （cm ）

l 56 ．9　　 2 3 ．9　　 2 5．1　　 73　　 16　　 7 ．3　　 12 ，g　　 2 ．9　　 8 ．0　 15．4　　 2，0 7　　 微

2 56 ．3　　 2 6．3　　 26 ．0　　 76　　 17　　 7 ，2　 12 ．4　　 2 ．8　　 8 ．4　 16 ．7　　 2．0 1　　 徽

3 弧 5　　 25 ．1　 2 5．7　　 76　　 17　　 7 ．2　　 12 ．5　　 2 ．8　　 8 ．9　 16．2　　 2．0 5　　 徽

4 59 ．6　　 2 7 ．1　 2 6．8　　 73　　 18　　　 7 ．3　　 12 ．8　　 2．9　　 8 ．5　　 16．3　　 2 ，10　　 微

（開花期：8月21日．成熟期：10月28日）
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表3　着拉分布（％）

1　　 区
王 茎　 分　 枝 （節 ）

合 計
】　 2　　 3　　 4　　 5　　 6

子 垂 節

初 生 彙 節 0 ．7

0 ．0

0 ．7

第 1 本 葉 節 0 ．9　 2 ．8 1．2　 0 ．9　 0 ．7 6 ．5

第 2 本 東 節 0 ．9　 0 ．9　 2 ．1 2 ．1 0 ．2 1 ．4　 0 ．9 8 ．5

第 3 本 妻 節 0 ．9 1．6 1 ．6 1．6 1．4 7 ．1

第 4 本 妻 節 1 ．2 1．2 1．4　 2 ．3 6 ．0

第 5 本 章 節 2 ．5　 2 ．5　 5 ．3　 0 ．9 1 1 ．3

第 6 本 葉 節 7 ．1 1．6　 0 ．7　 0 ．5　 0 ．7 1 0 ．6

第 7 本 妻 節 1 1 ．1 1 1．1

第 8 本 柴 節 8 ．8 8 ．8

第 9 本 葉 節 7 ．6 7 ．6

第 1 0 本 妻 節 5 ．1 5 ．1

第 1 1本 妻 節 2 ．8 2 ．8

第 】2 本 棄 節 1．4 1．4

花　　　 枝 1 2 ．7 1 2 ．7

合　　 計 6 2 ．0　 8 ．8 1 3 ．8　 9 ．2　 3 ．2　 2 ．1 0 ．9 1 0 0 ．0

2　　 区
分　　 枝　 （節 ）

合 計

1　 2　　 3　　 4　　 5　　 6

子 彙 節

柳 生 糞 節 0 ．2

0 ．0

0 ．2

第 1 本 妻 節 1．0 1．7 1．7　 2 ．0　 0 ．7　 0 ．7 1．7 9 ．6

第 2 本 妻 節 0 ．2 1．5　 2 ．0　 0 ．5　 0 ．2　　　 2 ．2 6 ．7

第 3 本 貞 節 2 ．2 1．2 1．5　 0 ．2　 0 ．7 5 ．9

第 4 本 葉 節 3 ．0　 2 ．5　 3 ．0　 2 ．5　 0 ．2 1 1．1

第 5 本 葉 節 5 ．9　 3 ．5 1．7 1 ．2 1 2 ．3

第 6 本 妻 節 8 ．6　 3 ．0　 0 ．2 1 1．9

第 7 本 章 節 8 ．4 8 ．4

第 8 本 妻 節 1 1 ．1 ‖ 」

第 9 本 彙 節 7 ．4 7 ．4

第 1 0 本 妻 節 5 ．2 5 ．2

第 1 1 本 葉 節

第 12 本 章 節

花　 枝

3 ．7 3 ．7

0 ．0

6 ．46 ．4

合　　 計 6 3 ．5 1 3 ．3 1 0 ．1 6 4　 2 ．0　 0 ．7　 4 ．0 1 0 0 ．0

ては，従来の基肥施用軌こ加え緩効肥料のLP70をa当り

窒素成分量で1000gを加えることにより，慣行の培土培土

期追肥栽培と同程度の子実垂が得られ，諸特性にも大差が

ないことが確認された。

4　ま　　と　　め

「トモユタカ」を用いた晩播栽培では，緩効性肥料を基

肥として施用した無培土栽培法が可能であると考えられる。

子　彙　節

初生糞節
第1本章節
第2本葉節
第3本葉節
第4本章節
第5本章節
第6本葉節
第7本葉節
第8本章節
第9本妻節
第10本章節
第11本妻節
第12本章節
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合　　計 55．715．311．7　7．8　4．8　3．71．1

4　　 区
主　　 分　 枝 （節 ）

合 計

茎

1 2　 3　 4　 5　 6
子 葉 節

初 生 ＿彙 節

第 1 本章 節 0．6 1．1 1．3　 0．4

0 ．0

0 ．0

3 ．5

第 2 本 妻 節 1．3　 2．6　 2．8 1．9　 L 5 1．3 日．5
第 3 本 妻 節 0 ．2　 3．2 1．9　 3．7　 2．6 11．7

第 4 本 彙 節 2 ．4　 0．2 1．3　 0 ．4 1．1 5．4

第 5 本 彙 節 5 ．2　 3．9　 2．4　 3．0　 0．2 14．7

第 6 本 垂 範 10．8 10．8

第 7 本 章 節 10．0　 0．9 10．8

第 8 本 章 節 10．2 10．2

第 9 本 彙 節 6．1 6．1

第 10本 妻 節 5．8 5．8

第 1 1本 糞節

第 12本 章節

花　 枝

1．3 1．3

0．0

8 ．28 ．2

合　　 計 6 1．5 11．5　 9．5 10．4　 5．8 1．3　 0 ．0 10 0．0

問題点としては．中桝を行わないことにより雑草の発生が

多くなるので，播種後処理と茎葉処理を組合せた除草剤の

体系処理等の対策が必要と思われること，並びに綬効性肥

料や除草剤の使用量が増えるため資材費が慣行に比べ高く

なることが上げられる。しかしながら∴無培土栽培では．

汎用コンバインを利用した栽培体系が容易になり，資材費

はやや高くなるものの中耕倍二L追肥作業を省略できるこ

とから低コスト・省力化が期待できる。
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